
２ 競技進行予定表
(１）男子Ａクラス、女子Ａクラスは１日で決勝戦まで実施し、その後表彰式を行います。
(２）男女ともＡクラス以外は各会場でできる限り進行します。残った試合は翌日行います。た

だし、翌日の受付時間にご注意ください。

３ 諸連絡
■ 選手棄権による選手変更について

クラス Ａ Ｂ Ｃ

どのクラスにも出場 どのクラスにも出場 どのクラスにも出場
変更可能者 していない していない していない１年生

Ｂクラス出場の選手 Ｃクラス出場の選手

Ａクラス棄権が出てＢクラス出場の選手から補充したとき、Ｂクラス出場の選手は、両方出
場できます。つまり、下のクラスからは補充できるが上のクラスからは補充できません。
変更時は、受付に名前を連絡して下さい。

参加料の返却はしないので、上記処理を行います。補充できないときのボール代(250円)は、
春の大会で減額します。補充することで、雨天等で２つのクラスで上位進出し試合日程が重
なったときは、上位クラスを優先すること。

■ 試合の方法について

クラス Ａ Ｂ Ｃ

予選リーグ １セットマッチ ６ゲーム先取ノーアド ６ゲーム先取ノーアド
(５ー５タイブレーク) (５ー５タイブレーク)

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ １セットマッチ １セットマッチ １セットマッチ
(場合によっては、ノーアド) (場合によっては、ノーアド)

■ 試合進行について
(１）試合前のウオームアップはトスによるエンド決定の後に開始し、サーブ３本のみとする。
(２）選手は審判の指示に従い、２０秒ルール・９０秒ルールを守ること。
(３）３ペア総当たりまたは４ペア勝ち抜き予選リーグを行い、各クラスとも１位のみ決勝トー

ナメントへ進出する。決勝トーナメントは、フリー抽選とする。
（４）審判用紙

各グループ ア の選手に審判用紙を渡しますので、審判用紙に試合結果を記入して
グループ予選終了後揃って審判用紙を持って本部まで来ること。

（５）試合球
①各グループ ア の選手に試合球（４個）を渡します。
②使用した試合球と缶は、Ｂ･Ｃクラスでは予選グループで敗退した選手が持ち帰る。
Ａクラスでは、グループ２位以下の選手が持ち帰る。
Ａクラス決勝トーナメント１回戦は、セルフジャッジとしグループ２位の選手が持って
いるボールを出すこと。
③決勝トーナメントＢ･Ｃクラス１回戦とＡクラス２回戦からは、若番が審判用紙と試合
球を本部まで取りに来ること。

（６）試合は、可能な限りオーダー・オブ・プレー表の指示により進行する。各コートの控え
になっている選手は、オーダー・オブ・プレー表に注意して、前の試合終了後直ちにコー
トに入ること。ただし、連続して試合を行う場合のみ１０分休憩を認める。

（７）コート内では、審判の指示に従い、選手双方整列の上で挨拶を交わす。
（８）表彰は４位まで行う。

■ 審判について
予選リーグの審判は、３ペアのリーグでは残りの１ペアが審判をする。４ペアのリーグに



おいては進行表に従って下さい。
決勝トーナメントの第１試合はセルフジャッジで行い、２試合目以降敗者審判としますの
で、そのコートに残っておくこと。

■ ご協力
（１）試合時の服装は「清潔で礼儀正しい習慣的に認められているテニスウエアー」とする。

服装の色は、規制しない。ただし、シャツについては男女ともに襟付きとする。ワンピー
スの着用は認める。また、ラケットのストリング上のロゴは認めない。寒いですが、ウォ
ームアップウェアーでの試合は認めません。暗くなったり、天候状況で選手の健康に影響
するときは、各会場担当者でウォームアップウェアー着用を認めます。
また、ゼッケンの着用を励行いたします。

（２）棄権の選手が出たときは、４チームのリーグを崩して３チームにしたりなど、移動する
ことがあります。

■ 観客の応援について
（１）インプレー中（サーバーがレディポジションについた時から）には、故意に声を出すこ

とや身体の一部を動かすことを禁止する。
（２）観客の審判に対する一切の言動を禁止する。（観客は勝手にジャッジしたり、審判のジ

ャッジにクレームをつけない。）
（３）選手に対する技術的なアドバイスは禁止する。

■ 棄権及び失格について
次に該当する場合は、学校（選手）に対してペナルティーを科すことがある。また、棄権
及び失格とすることがある。
□ 試合に際し選手が時間になってもコートに入っていない場合
□ レフェリーや審判に従わない場合
□ ケイレンなどによりプレーが続行できない場合他、ルールに著しく違反した場合

■ その他
（１）試合球は、セントジェームス（イエロー）とし本部で準備する。
（２）貴重品・携行品は、各校で責任をもって保管すること。
（３）各会場でゴミを散らさず、出たゴミは必ず持ち帰ること。
（４）各会場で、テニスコート周辺以外の場所には立ち入らない。また、他の妨げとなるよう

な場所での練習は行わない。
（５）会場に自転車で来た者は、所定の場所に駐輪すること。
（６）事故やけがなどのないように体調の管理等に十分配慮すること。

４ 連絡及び問い合わせ先
〒８６１－０３０４ 山鹿市鹿本町御宇田３１２ 熊本県立鹿本商工高等学校

高体連テニス専門部 専門委員長 秋吉博之
TEL 0968-46-3191 FAX 0968-42-3031


